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日本ボーイスカウト東京連盟あすなろ地区
第１条
基本

指導者を養成し、その指導能力の向上を図るため、東京連盟あすなろ地区は、各種の指導者訓練機関を開設する。
訓練機関の日程、課業、編成などは、日本連盟•東京連盟•あすなろ地区の定める基準に従うものとする。

第２条
趣旨
前条に基づき、東京連盟あすなろ地区委貝会は、トレーニング委員会の訓練業務の実施機関として、あすなろ地区トレーニングチーム（以下「トレーニングチーム」）を設置する。

第３条
業務

トレーニングチームは、次の業務を行う。

１．あすなろ地区主催、または他地区との合同主催による指導者訓練機関の運営。

２．指導者訓練の組織、日程、課業、運営法の研究。
３．指導者訓練に関するハンドブック、書式、教材、その他の資料の作成及び訓練用機材の研究。
４．東京連盟が主催する指導者訓練機関に対する協力。

５．その他の指導者訓練に関する項目。

第４条
構成
トレーニングチームの構成は、次の通りとする。
１．トレーニングチームディレクター　
１名（以下「ディレクター」）
２．トレーニングチーム副ディレクター　
若干名（以下「副ディレクター」）
３．トレーニングチーム指導スタッフ　
第３条の業務に必要な人数
（以下「指導スタッフ」）
第５条
作業チーム

トレーニングチームにディレクターの特に定める業務を分担する作業チームを設けることができる。作業チームの構成はトレーニングチームから選任され、次の通りとする。
作業チームリーダーは作業チームを主宰する。

１．作業チームリーダー　
１名

２．作業チーム指導スタッフ　
若干名
第６条
管理事務

トレーニングチームは、地区コミッショナーの統括管理の基に運営し、その事務は地区ト
レーニング委員会がこれを処理する。
第７条
ディレクター、副ディレクター

１．ディレクター、副ディレクターは、地区委員会の協議推薦により地区コミッショナーが委嘱する。その任期は２年間とし、委嘱された年の４月１日より翌々年の３月３１日迄とする。

２．ディレクターは、トレーニングチームを主宰する。

３．副ディレクターは、ディレクターを補佐し、その事故ある時、又は欠員の時はこれを代行すると共に、委託された事項を分掌する。

第８条
指導スタッフの資格
指導スタッフは、次のいずれかの項目に該当するものとする。

１．日本連盟トレーニングチームのメンバー（リーダートレーナー・副リーダートレーナー）

２．東京連盟トレーニングチーム指導員

３．ウッドバッジ研修所の修了者の中から、地区委員長、地区コミッショナー、地区トレーニング委員長、ディレクターの協議に基づき推薦された者。
第９条
指導スタッフの任務

指導スタッフの任務は、トレーニングチームの一員として、次の業務のいずれかを分担、

奉仕する。
１．ホーイスカウト講習会、スカウトキャンプ研修会、各種技能研究会の指導スタッフとなる。
２．第５条に規定する作業チームに所属する。

３．その他ディレクターより委託された業務を行う。
第１０条　指導スタッフの委嘱と任期

１．地区トレーニング委員長が選考の結果を地区委員会へ報告し承認を得る。
２．指導スタッフは地区コミッショナーが委嘱する。
３．第８条１項、第２項の該当者は、その任務の任期とする。

４．第８条３項の該当者は、任期を２年間とし、委嘱された年の４月１日より翌々年の３月３１日迄とする。

第１１条　作業チームの委嘱と任期

１．作業チームリーダーは、ディレクターが選任し委嘱する。

２．作業チーム指導スタッフは、作業チームリーダーの推薦に基づき、ディレクターが委嘱する。
３．作業チームリーダーおよび作業チーム指導スタッフの任期は、選任の都度定める。
第１２条　トレーニングチーム運営会議
１．トレーニングチーム運営について協議するため、トレーニングチー厶運営会議を設置する。

２．この運宮会議は、ディレクターが議長になり、副ディレクター、作業チームリーダーをもって構成する。
地区コミッショナー及び地区トレーニング委員長は、随時出席し助言を述べることが出来る。尚、ディレクターは、必要に応じて他の指導スタッフの出席を求めることが出来る。

３．会議の結果は、地区トレーニング委員長より地区委員会に報告する。
第１３条　付則

この内規の改廃は、あすなろ地区委員会の承認を要する。

この内規は平成２１年１２月１７日より施行する。
この内規は平成２８年８月２５日に改正する。
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